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大気・海洋・陸域と 
生態系のしくみを合わせた 
「地球システムモデル」を用いて 
巨大火山噴火による 
環境変動を調べる 
 

温暖化予測は数多く研究 
寒冷化（火山噴火）は？ 
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まとめ 

地球システムモデル 巨大火山噴火実験 
     （ピナツボ噴火３００倍の二酸化硫黄放出） 
  噴火後、数年間で 
      日射 ８０ % 減少 
      気温 １２ ℃ 低下 
      降水 ７５ % 減少 
    植生生産 ７０ % 減少 
    植生量は 半分以下へ 
  生態系を脅かす 激しい寒冷乾燥化 
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